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広報委員が聞く！

　２６才で結婚し、東鷹栖の親から分家を言

い渡され比布の今の農地に移住して来た。凶

作の時もあったし馬耕作から機械で耕作へと

変わり借金もした。減反政策を機に昭和４５

年に荘一さんは水道設備会社へ、昭和５６年

に喜代美さんは建設会社へ勤務しながら農家

を続けて来た。今は農地を貸しても農地に住

みたい。夫婦二人で畑１反の自家菜園を作り

ながら「お互いの出来ないことを補い合って

きたから今が一番幸せだな」と思っている。

　三平サロンや２区憩いの会などは送迎をし

てくれるので出掛けられており、認知症予防に

もなっています。

　以前からぴっぷクリニックに通院していま

したが、送迎が無くなったため、公共交通政策

の充実を提案して欲しいと思います。

　花を買ってくるのではなく、種から植えて

育てることが楽しいです。小さなハウスで昨

年からスイカを植えてみたりと色々挑戦して

います。

　膝や足が痛くても室内にこもらず、花に水

をあげようと外に出るので、太陽にあたり元

気でいられます。花に助けられていますね。
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　人数も少なくなり、何をやるにも大変だと

思いますが、地区の方との懇談会を開催され

ていたり、これからも良い方向に変わっていっ

てほしいです。

　議会だよりも読んでいます。

園芸をしていて楽しいと感じることは？

日々の生活にどのような変化がありますか？

議会に期待することは？

９０才になっての心境は？（荘一さん）

議会に期待することは？（喜代美さん）
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。
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付
け
て
、

会
議
で
何
が
発
言
さ
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
施
策
が
決

め
ら
れ
た
の
か
を
す
べ
て
公
開
し
、
そ
の
案
内
役
と
し
て
、

適
切
な
「
目
次
」
を
作
る
事
に
あ
る
の
で
は
無
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
未
整
備
の

場
所
も
あ
る
た
め
、
そ
こ
へ
の
補
て
ん
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
問
題
も
同
時
に
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｉ(

エ
ー
ア
イ)

で
文
書
を
ま
と
め
る
こ
と

が
普
通
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
代
に
お
い
て
、
人
が
ま
と
め

る
効
率
の
悪
さ
と
先
入
観
・
感
情
移
入
に
よ
る
表
現
の
自

由
を
ど
の
程
度
、
許
容
し
て
頂
く
か
も
課
題
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
比
布
町
の
運

営
は
滞
り
な
く
進
ん
で
い
る
の
で
す
。

あ
な
か
し
こ
、
あ
な
か
し
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
植う

え

西に
し　

浩こ
う

一い
ち

）

16 ぴっぷ議会だより  No.125


